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は ーじめ に

清朝最盛期の皇帝乾隆帝が,チ ベ ッ ト語の大蔵経をモンゴル語 と満洲語に翻訳 し,北 京や熱河

に多 くのチベッ ト寺を建てチベ ッ ト仏教僧を供養するなど,チ ベ ッ ト仏教に篤 く帰依 していた こ

とは よく知 られている。乾隆帝がチベッ ト仏教を信仰することは,清 朝 とチベ ッ ト,さ らにはチ

ベ ット仏教を信 じるモンゴル世界を統合する上で非常に大 きな政治的効果があった ため ,そ の実

相の解明は三民族の歴史全体に関わる非常に重要な意義をもつ。

本稿は乾隆帝のチベ ッ ト仏教信仰の中でも白傘蓋仏に対する信仰をとりあげ,彼 が即位の初期

より国家鎮護の仏 として 白傘蓋仏を奉 じていたこと,そ の祭祀のセ ンターは北海 の北 にたつ闡福

寺 とい う大寺であづたことな どを明 らかに し,最 後に乾隆帝の白傘蓋仏信仰全般 とそ の歴史的意

義などについて明らかに してい くものである。

乾隆帝 とチベ ッ ト仏教世界の関係 を知る上で第一級の史料 としては,乾 隆帝の師僧 チャンキ ャ

ニ世=ロ ルペー ドルジェ(1cangskyarolpa'irdorje,1717-1786以 下チ ャンキャ)の チ ベ ッ ト語で
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記 され た二つ の伝 記 一冊 はチ ュサ ン=ガ ワ ン トゥプテ ンワ ンチ ュク(chubzangngagdbang

thubbstandbangphyug)が1787年 に記 した通称 小伝(CNTI)ω,も う一 冊は トゥカ ン=ロ サ ンチ ュ

一 キ ニ ー マ(thu'ubkwanblobzangchoskyinyima)が1798年 に 記 し た 通 称 大 伝(CNT2)(2》 を

挙げることができる。チャンキャは乾隆帝の即位の当初 よりその傍 らにあって,乾 隆帝の仏教儀

礼を主宰 し,か つ,乾 隆帝の意を扱んでチベ ット仏教世界において起きる様々な政治問題に関与

した高僧である。そのため,彼 の伝記 は乾隆帝 とチベ ッ ト仏教世界の政治的 ・宗教的な関わ りを

知るための絶好の史料 となっている。

また,本 稿がチャンキャ伝 と並んで使用 したのは,第 一歴史襠案館 に所蔵 されている内務府襠

案の中の 『陳設襠』である。本史料は内務府の管理す る宮中の仏堂や寺の毎年の財産 目録(簿 冊)

であり,諸 仏堂の配置やその中に祀られ る仏像や仏画などの種類が記されていることから,乾 隆

帝をとりまくチベ ット仏教世界を具体的に知る上で非常に役立つ ものである。

1.国 家鎮護 の寺 としての 白傘 蓋仏 殿

チ ャ ンキ ャ大伝 の第 十三 章 「王城 において 寺院 をた くさん建立 し新 しく僧団 を確 立 し,諸 方の

衰 退 を救 い,吉 兆 をいや ま され た有様 」(rgyalpo'ikhabtUgtsuglagkhangmangdubzhengsshing

dge'dungyisdegsarbabtsugspadang,yulphyogsduma'irgudpabsa且tedgemtshanrgyasparmdzad

pa'itshul)に は,チ ャ ンキ ャが北京や熱河 な ど清 朝の宮廷 内に数 多 くの チベ ッ ト寺 を建 て た こ と

が 記 され てい る。そ して この章 の冒頭 には以下にみ る よ うに,年 月 は不 明で あ るもの の,乾 隆帝

が 三 層の 巨大 な仏殿 を宮城 の後方 に建 立 し,そ こに国家 鎮護 のカ を持 つ 白傘蓋 仏 を祀 った こ とが

記 されて い る。

大皇帝(乾 隆帝)が 政治の護 りのごときものをお考えになって,大 宮殿の後方にある三層の

仏殿の中に千手千顔の聖なる白傘蓋仏の巨大な像を建立した。その際,最 勝の師僧(チ ャン

キャ)が 監督をなさって竣工の暁には落慶式も主催 した。その式においてた くさんの高僧や

衆僧が供養す る際の儀軌 を著作された。その右端に九層の仏塔がかつてあったのだが これ

を八層まで立てた時に空か ら火が落ちてきて全焼 したので,そ の後 に大西天 とい うイン ド式

の寺を建立 して落慶 した(CNT2,pp.354・355)。

この白傘i蓋を祀った三層の寺は,規 模が大きいこと,ま た,国 家鎮護のために建てられた とい

うことか ら,清 朝のチベ ット仏教崇拝において,枢 要な地位 を占めるものであることは疑いない。

それ では,こ の三層の白傘蓋仏殿はいずれの地にどのよ うな形で存在 していたのであろうか。

(1>HansRainerKaempfe1976が 本伝の ドイツ語訳注を附 し,影 印テ クス トとともに刊行 している。

(2)本 伝 には陳慶英 ・馬連龍による漢語訳 『章嘉国師若必多吉傳』(民 族出版社,1988)が あ る。
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現在の中国の研究者はチャンキャ大伝 に見えるこの三層の寺を,一 致 して北京屈指の皇室の庭

園頤和園のシンボル,佛 香閣に比定 している。た とえば,チ ャンキャ大伝の漢訳 を出版 した陳慶

英 ・馬連龍の両名は佛香閣が建立 され る以前 に九層の仏塔 があったことを指摘 し,そ れが史料下

線部の幻の九層の仏塔の故事と一致す ることから,こ の寺を佛香閣であると断定す る("。そ して,

黄顯1993,P.87,王 湘雲1995,も この両者の説 を全面的 に肯定 して,佛 香閣をチャンキャ伝所載

の白傘蓋仏の寺 と見る。確かに佛香閣はチャンキャ伝 の述べ るよ うな大仏を祀るにふ さわ しい大

楼閣でもあり,九 層の仏塔の故事 も一致することから,彼 らの説は一見 して妥当なように見え る。

(1)佛 香 閣を白傘蓋寺 とした場合の問題点

しか し,筆 者 は白傘蓋寺を頤和園の佛香閣に比定することに対 して,以 下四つの点で疑問を感

じた。

まず一つ 目には,上 述のチヤンキャ大伝 によると,白 傘蓋寺は 「宮殿の後方」に建て られ た と

あるのに対 し,頤 和園は宮殿の後方 とはいい難い西北郊外 に位置すること。

二つ 目には,同 じくチャンキャ大伝に見える 「大西天」 とは,頤 和園の中にある建築物 の名 で

はな く,紫 禁城の西に隣接す る北海の北岸 にあるチベッ ト寺の名であること。

三つ 目には,1780年 に乾隆帝の70歳 の誕生 日を祝 うために北京を訪れたパ ンチェンラマ 四世

がこの寺 とおぼ しき白傘蓋の寺を訪れているが,文 脈か ら見て もその寺の立っ位置は明 らか に北

海周辺であること。詳 しく説明すれば,『 パンチェンラマ四世伝』(P4N)に よると,チ ベ ッ ト暦

の9月14日 にパンチェンラマは白傘蓋の寺(gdugsdkarlhakhang)と 極楽寺(bdebacangyilha

khang)に おいて仏像な どに韻文を献 じて供養を行い,そ の後,旃 檀佛の寺(tSandanjobO'ilhakhang)

で法要を行い,後 に黄寺(lhakhangserpo)に 帰還 し,翌 日に舟で萬壽山(wangshushan)に 向かっ

ている(弓}。この旅程か らみれば白傘蓋をまつる寺は頤和園(萬 壽山)で はな く,極 楽世界や 弘仁寺

(旃檀佛の寺)の たつ北海近辺にあることになる(')。

四つ 目は,佛 香閣の本尊は少なくとも嘉慶帝の時代か ら観音菩薩であり,そ の直前 の乾隆年間

に限って白傘 蓋仏であった可能性は低い こと。現在の佛香 閣の本尊は,1989年 に北京城 内の弥

陀寺から移 されてきた明代の千手観音である。一方,劉 若晏は著書 『頤和園』 の中で 『佛香閣陳

設清册』 を引用 し,嘉 慶16年 には佛香閣の一階入 り口の間にはf千 手大悲菩薩」が,そ して蓮

(3)佛 香 閣の建っ前に九層の仏塔があったことについて,陳 慶英 ・馬連龍は 『頤和園趣聞』 を その典拠 と

して引用す る(陳 慶英 ・馬連龍1988,PP.220-221)。 しか し,一 次史料は劉若晏1996,PP.74-75の 示 す よ う

に,乾 隆帝の 『御製詩集』「第二集」の 「志過」である。

(4)P4N,221b2-223b6;C£ 石濱裕美子2001,pp.331。

(5)栴 檀佛の奉祀 されてい る弘仁 寺は,か つては北京図書館 と北京大学医院の間にある養蜂爽 道 に あった

(黄顯1993,P.28)。
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華座上には 「千手菩薩」が耙 られていたことを示 し㈲,佛 香閣の本尊が以前から観音菩薩であっ

たと述べ,筆 者も第一歴史襠案館に所蔵され る『佛香閣等處佛像供器清』とい う文書から,嘉 慶12

年時点において佛香閣の本尊が観音であったことを確認 した㈹。嘉慶帝が父である乾隆帝が祀っ

た白傘蓋仏 を取 り除いて,観 音像を祀ったとは考えがたいことか ら,乾 隆帝の頃から佛香閣の本

尊は観音菩薩であった可能性は高いと言えよう。

以上の四点か ら,筆 者はチ ャンキャ大伝 にみる白傘蓋仏殿 は佛香閣ではない,と 結論するにい

た った。

(2)白 傘 蓋信仰のセ ンター としての闡福寺

白傘蓋仏を祀 る国家鎮護の寺が従来言われてきた佛香閣ではないとす ると,そ の寺はどこに位

置 していたのであろうか。この閙いに答えを出すにっいては,前 述 した 『パ ンチェンラマ四世伝』

が手がか りを与えて くれ る。同伝によると,乾 隆45年(1780)9月14日 パンチェンラマは白傘蓋

寺,極 楽世界などを拝観 して,弘 仁寺において皇帝の長寿祈願の法要を行 った後,黄 寺に帰還 し

ているCS)。一方,軍 機処の 『録副奏折』によって同Hの パンチェンラマの行動を確認 してみ ると,

「大西天から舟に乗 り,闡 福寺を参拝 した後,弘 仁寺(旃 擅寺)に おいて法要 を行い,黄 寺に帰還

した」 とあ り(9),パ ンチェンラマ伝において白傘蓋寺 と表記 された寺 には,闡 福寺 とい う名の寺

が対応 している事が分かる。

闡福寺は乾隆10年 に勅命によって北海北岸の五龍亭の北に建立された大寺であ りその建立 目

的や旧観については,『 欽定 日下舊聞考』や同書に引用 され た同寺の碑文に よって伺い知ること

ができる。

朕遵意懿旨、爰出内帑,勅 將作葺其舊址,略 爲崇飾,寶 坊傑豎,香 刹雙標。用如幻金剛三

昧造大法像,高 丈六者三倍之而贏,具 慈愍性,有 大威神。構層簷以覆之。玉網琥題,金 碧照

耀,冠 於禁城諸刹。上爲慈聖祝釐,下 爲海宇蒼生祈祐。始事於乾隆乙丑三月,越 明年八月告

成,因 名 之日闡福(『 欽定 日下舊聞考』巻一,p.398)。

上記の引用文中に 「紫禁城 の諸寺の中で最高のものであ り,上 は皇太后の長寿を,下 は庶民の

(6)現 在 の佛香閣の本尊が弥陀寺よりもたらされたものであることは 劉若晏1996,p,78参 照 。また,ibid.

1996,p.76の 「下層明間安石造神台一座,上 供銹胎蛄像千手大悲菩薩一尊。 蓮華座上供銅胎千手菩薩一

尊」とい う引用 より,佛 香閣の本尊が嘉慶16年 当時大悲菩薩(観 音菩薩の異名)で あった ことが分かる。

(7)筆 者 の調べ得た限 りこの文書が佛香閣の 『陳設襠』の最古のものであったp「 佛香閣下層 明間面南安/

石 造神壷一座 上供/鎬 胎站像千手大悲菩薩一一一尊 雕 花座手搭!哈Pt-一疋〆蓮花座上供1銅胎千手菩薩一尊 随/

錦佛衣一件ノ裙子一件」(『佛香閣等處佛像供器清』1a)。

(8)前 注 く4)参照。

(9)『 六世班禅朝観襠案選編』p.278。 チベッ ト暦の9月14日 は 中国暦では一 日ずれて9月15目 になる。
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幸せ を祈 る場 とす る」(冠 於禁城諸刹。上爲慈聖祝釐,下 爲海宇蒼生祈祐)と あることか ら,闡 福

寺が国家鎮護 を祈念す る場 として,最 高の寺格 を授かっていたことが分か り,本 尊 が 厂〔仏像の

基本サイズである〕丈六を三倍に した」(高 丈六者三倍之)と い う記述からは,本 尊が二十メー

トルにも及ぶ大佛 であったことが分かる。 これ らはいずれ もチャンキャ大伝に見られ た白傘蓋の

寺の特徴 と一致 しよ う。また,本 尊が 「具慈愍性,有 大威神1と あるのも,女 尊であ り,か つ,

強力な国家鎮護の力をもつ白傘蓋仏の性格 とも一致す る。

以上の点か ら,筆者はチャンキャと乾隆帝が清朝の国家鎮護を目的 として建てた 白傘蓋寺 とは,

北海の北岸にある闡福寺を指す,と い う仮説 を得るにいたった。そこで,こ の仮説 を実証するべ

く,2003年 の夏北京 において,闡 福寺の現状を調査 し,第 一歴史襠案館 において闡福寺関連の

資料 を探査す ることとした。

(3)『 陳設襠』 に見 る闡福寺の旧観

2003年9月1日,筆 者 はas-一歴史襠案館 において,『 陳設襠』の調査にかかった。『陳設襠』

の大半は清朝末期に作成 されたものであ り,記 録の残っている箇所 にも偏 りがある。そのため,

乾隆初年 とい う特定の時代の,闡 福寺 とい う特定の寺の陳設襠が見つかる可能性は客観的 にみて

極めて低いと思われたが,ひ たすら目録を繰 り続けていく うちについに 『内務府陳設冊(7)』(目

録番号413-5-22-7)のno.1742に,乾 隆年間とい う注記のついた 『閾福寺殿宇佛像供器陳設冊』

を見いだ した。 この史料を閲覧してみると,驚 くべき事にこの陳設襠は乾隆20年 すなわ ち,闡

福寺が建立 されてわずか10年 後の記録文書であることが分かった。そ してこの史料 によって,

闡福寺の本尊は22m(五 丈二尺六寸)に も及ぶ白傘蓋仏であったことが確認でき,先 の仮説 が正

しい ことが裏付けられたのである⑳)。

図1は 本史料に基づいて復元 した闡福寺の平面図である。 この復元図が乾隆13年 に作成 され

た 『京城全圖』に描かれ た闡福寺の絵(図2)と ほぼ一致することか ら,『京城全圖』の正確 さ

も同時に確認す ることができよう。本史料のうち寺の構造や本尊の配置を伝 える箇所 は抜粋 して

本論の末尾 に史料 として添付 した。

以下に,『 陳設襠』の記録 に基づき,闡 福寺の諸堂の配置及び,そ こに祀 られていた主な仏像

の名 をた どってみよ う。牌楼をくぐると,山 門があ り,そ こには満洲 ・漢 ・モンゴル ・チベ ッ ト

の四体の文字 で描かれた闡福寺の額が掲げられ,一 丈六寸の阿吽 の仁王尊(呼 哈二尊)が 祀 られる。

その北に天王殿があ り,こ こには三尺六寸の弥勒仏とその両脇に三尺六寸の四天王が祀 られ る。

天王殿の北には東配殿 と西配殿 が東西に並び,そ こには本尊 白傘蓋仏の持物や寺内で用 いる装飾

(10)乾 隆52年 に編纂 された 『宸垣識略』によっても,「 闡福寺在五龍亭北,又 名極樂世界,乾 隆十一pt一年建。

有萬佛棲,供 小銅佛萬尊。殿内有白傘盖佛,高 數丈,俗 稱大佛,有 御製碑記(『 宸垣 識略』 巻四皇城

二)」 と,乾 隆52年 時 点で闡福寺の本尊が白傘蓋の大仏であったことを確認 できる。

一95一



品な どが収められている。その北に闡福寺を建立した際の御製碑文が満 ・漢,蒙 ・チベ ットの二

体字ごとを一統の裏表に刻み こんだ石碑が左右に一対並び,そ の真ん中に三階建 ての大仏殿があ

る。大仏殿の本尊はひ ときわ大きな五丈二尺六寸の白傘蓋佛であ り,本 尊の両側 には五尺六分の

十八羅漢が,背 後には北向きに一尺七寸六分の善財童子 と龍女 を従 えた三尺六寸の観音菩薩が鎮

座す る。大仏殿一階の東西の次の聞には西にヤマーンタカ,東 にマハーカーラという二護法尊の

タンカが掲 げられている。

図1

(1)牌 楼(四 柱九楼)

(2)山 門(三 間)

(3)天 王殿(五 間)

(4)a.東 配殿b.西 配殿(各 五間)

(5)石 碑 二統

(6)三 階建ての大仏殿(五 間)

(7)二 階建ての八角方亭a.毘 廬佛享b.八 臂觀音亭

(8)後 殿(五 間)
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以上みてきた闡福寺の諸尊の うち,山 門の仁王や天王殿の弥勒仏,本 堂の羅漢などは中国仏教

の寺院荘厳の伝統に則って配置されたものであるが,本 尊で ある白傘蓋大仏 と二護法尊はチベ ッ

ト仏教特有のものである(10。このほかに明白にチベッ ト仏教由来を確認できる尊像 としては,本

殿三階に祀 られたサン ・デ ・ジク ・スムの立体曼荼羅や"卸,四 百体にも及ぶ ツァツァ個仏などを

挙げることができる。

大仏殿の北には七尺六寸の毘廬佛 と八臂觀音をまつる八角亭が左右にな らび,そ の北には寺の

最 も後方に位置 し,無 量寿尊を本尊 とする後殿がある。無量寿尊は長寿を祈願する仏であ り,闡

福寺 にはこの他に も長寿の仏の仏画や仏像が数多 く祀られている。これは,御 製碑文にあった 「皇

太后の長寿を祈願す る」 というこの寺の機能内容 とも一致する。

こ うして,チ ャンキャ大伝に見 られ る白傘蓋寺が闡福寺 として確定したことにより,チ ャンキ

ャ大伝の著者 トゥカ ンが闡福寺 と佛香閣を混同 していたことも同時に明 らか となった。 トゥカ ン

が頤和園の佛香閣 と北海の闡福寺を混同した理由にっいては容易に説明がっく。 まず,頤 和園に

は萬壽山 とい う人工山があることに対 して,北 海にも萬壽山 とい う異名 をもつ瓊夏島がある。 ま

た,両 者 ともに昆明湖,北 海 とい う湖に面 してお り,頤 和園で九層の塔がくずれた乾隆23年 に

ちょうど北海の大西天が完成 している。このように佛香閣 と闡福寺には似た要素が数多 くあった

ため,ト ゥカンはこの二つの寺を混同 したのであろう。

(4)闡 福 寺の現状

闡福寺は1900年 の八 ヶ国連合軍の北京占領時に略奪 を受け,寺 としての機能を失 った。現在

五龍亭の北 にはかつての萬佛楼 も闡福寺の本堂 も,影 も形 も存在 しない。1900年 に 日本 軍の通

訳 として北京に入った寺本婉雅は,八 ヶ国連合軍の北京 占領によって闡福寺が受けた被害につい

て以下のように言及 している。

西蔵語,蒙 古語,満 洲語の一切蔵経の版木は旃檀寺の北闡福寺に存せ しも,義 和団反乱の

際仏国兵の為め,全 く烏有に帰 しぬ。惜 しむべき事なり(寺本婉雅 『蔵蒙旅 日記』p.99)。

この記述 によって,闡 福寺の東側にあった経典印刷所(経 廠)が 壊滅 したことは確認 で きるが,

本堂の白傘蓋大仏殿が どの程度の被害を受げたかは分か らない。そ こで,い ろいろの史料をあた

ってみた ところ,闡 福寺の大仏殿は八ヶ国連合軍の略奪は受けたものの外観 はとどめてお り,最

終的には1919年 の失火によって失われたことが分かった。そ う結論するに至 る根拠 を挙げると

以下のようになる。

まず,1922年 に出版 されたジュリエ ット・ブ レドン(JUIietBredon)のPein'ngで は,

(11)石 濱 裕 美 子2001,pp.28-33。 後 注(29)参 照 。

(12)後 注(34)参 照 。

(13)後 注(35)参 照 。
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Alas,nothingisleftoftheWanFoLouTemplewhosegiantimage,1argerandfinerthanthe

oneiltheYungHoKu皿gwasdestroyedby血eilll919(JulietBredon,p.154).

と,雍 和宮の大仏 よりも大きく、かつ,す ばらしい大仏を祀った萬佛楼が1919年 に火事で焼け,

後には何 も残っていない,と 記 している。一方,以 下の 『北京風 物游覧典故』にも,1919年 春

に萬佛楼の附近にある大仏殿が失火によって失われたとあ り、いずれの史料も 「萬佛楼」の大仏

殿力勤919年 に焼失 したことを伝 えている。

光緒二十六年(1900年),A国 聯軍侵入北京,北 海万佛殿内的万尊金佛被搶劫一空,大 佛

殿内大佛身上的無数珠宝也被盗走,随 後,又 一把大火将万佛楼焼毀。19!9年 春,万 佛楼附

近的大佛殿及大圓鏡智宝殿等又一次失火焼毀。至此,号 称大西天的一片建築群,便 化爲滅燼

焦土,只 剰下了不怕火焼的瑠璃閣和九龍壁(『 北京風物游覧典故』pp.116・117)。

萬佛楼 とは闡福寺の西に接 した建築物であることから,こ れ ら二つの史料が述べ る 「萬佛楼の

大仏殿」が闡福寺の白傘蓋仏殿を指 している可能性は高い。そ こで,こ の推測を裏付けるべ く,

北京 の古い写真を確認 していくと,興 味深いことがわかった。義和団の乱 の翌年の1901年 に,

今はなき萬佛楼の正面写真を小川一一真が撮影 してお り㈲,こ の写真を手に古い北京 の写真を確認

していくと,1919年 の空撮においてもω,ヘ ッダ ・モ リソンが1933-1946年 の期間に撮影 した五

龍亭の写真においてもこの萬佛楼の大屋根が確認でき(HeddaMonison,p、41),萬 佛楼は1919年

以後 も存在 していた ことが分かる。一方,1901年 に撮影 された北海 の写真 において萬佛楼の東

に うっす らと確認できる闡福寺 と思われ る高層の建築物は(小 川一真2000,第 百二十三圖),1919

年 の前述の空撮写真にはす でに存在 しないため,1919年 の春に燃 えたとい う大仏殿は,萬 佛楼

のそれ ではなく闡福寺の本堂の大仏殿 と結論できるのである。

つ ま り,闡 福寺はまず八ヶ国連合軍の略奪を受け,か ろ うじて残 っていた本堂の建物 も1919

年 の火事によって失われ,以 後荒れ るに任 された結果,中 華人民共和国期 には経済植物園に転用

された と思われるのである。

2003年8月30日,筆 者が北海北岸の小西天,闡 福寺な どを訪れた際,大 西天のチベ ッ ト諸寺

の うち,西 天梵境のみが開放されてお り,闡 福寺,萬 佛楼,小 西天は敷地整備の最中であった。

半年後の2004年3月27日 にこの地 を再訪 してみると,工 事は終わってお り,両 寺の現状を視察

す ることができた。まず,闡 福寺の本堂であった大仏殿 とその西側にあった萬佛楼はあとかたも

(14)小 川 一真2000,第 百 二十五圖。この写真が萬佛楼であることは,写 真に写っている竿 と碑文の位置が

『欽定 日下舊聞考』に記 された萬佛楼の記述 と全く一致することからも明かである。本書 を始めとして

以 下に引用 した老北京に関す る文献群の多くは,鈴 木啓造先生にご教示頂いた。 ここに謝意を表 したい。

(15)こ の空撮写真は 『北平圓集』のp.138とp.139の 聞,圖158と159の 間 に挿入 され ているものである。

囲 のキャプションf八 年抗戰勝利我空軍巡禮祖國河川,在 北海上空致敬時撮 く朱介凡珍藏)」 から1919年

(民 国八年)の もの と知れる。
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なく失われてお り,現 在 とりあえず姿のある諸堂としては,闡 福寺については,闡 福寺の額のか

かる山門,天 王殿,東 西配殿,鐘 楼,鼓 楼 と二統の御製碑文(碑 文は表面が摩滅 していて判読不

能)が,萬 佛楼については,西 太后の復興になる極楽世界,寶 積楼,妙 相亭などが残存 している。

2.乾 隆帝 の 白傘蓋信 仰

乾隆帝の白傘蓋仏信仰 については,今 はなき国家鎮護の寺である闡福寺以外 にも,い くつかの

証拠をあげることができる。以下に,雍 和宮の白傘蓋仏殿,パ ンチェンラマ四世が乾隆帝の意を

汲んで記 した白傘蓋儀軌,裕 陵の白傘蓋真言など,三 つの現存する白傘蓋関連文物を紹介 してい

こう。

(1>雍 和宮に見る白傘蓋仏殿

乾隆帝 は即位 の 九年 目に雍正 帝が即位 前 に住 んでいた邸 宅 をチベ ッ ト寺 に改 め,北 京 最大 の仏

教 寺院 と した。 雍和 宮 と呼ばれ た この寺 は,以 後 宮中の仏 事 を統 括 し,清 朝の権益 をチベ ッ ト仏

教 世界 におい て主張 す る数 々 の高僧 を輩 出 した。 チ ャンキ ャ小伝 には この雍 和 宮が建 立 され た際

の 経緯を 以下 の よ うに伝 えて いる。

甲子年(1744)か ら新 しい 寺を建 て始 め,遅 延す る こ とな く竣 工 した。盛 大 な供 養 を行 っ た。

ま もな くこの新 しい大僧 院 の中には学堂 も設置 され た。 堅 固な外壁 をめ ぐらせ た広 大 な寺域

には,そ の真 ん中 に集 会殿,そ の右方 に仏殿 を,左 方 に は護 法尊殿(mgonkhang)を 〔お き〕,

受 戒殿(bsnyenrdzogskyisdompa'bogchogkhang),白 傘 蓋殿(gdugsdkarlhakhang),薬 師 殿

(smanblalha㎞ang),イ ン ドの学者や行者 の像 をまつ る仏殿,ツ ォ ンカバ師弟 の仏殿,法 輪

殿(chos'khorrabrgyasglinggilhakhang)な ど,仏 の身体 ・言 語 ・心 の よ りどこ ろ"6)と た くさ

んの仏殿 を建 て た(CNT1,4ga3-bl)。

雍 和 宮は闡福 寺 の建 立 され る一年前 に建て られ て いるので,下 線部 に示 した雍和宮 の 白傘 蓋 殿

も闡福寺 と同 時期 の乾 隆帝 の 白傘蓋信仰 の現れ の一つ とみ る こ とが でき る。 現在 の雍 和宮 にお い

て 白傘蓋殿 にあた る殿宇 を探 してみ ると,雍 和宮 の最 も北端 に位 置す る綏成 殿(lhungrubrdzogs

ldangling)('"が 浮 かび 上が って くる。 この堂 には,正 面 に本 尊 と して六手 三面 形の 白傘蓋 仏が,

そ の左右 には脇 士 として左 手 には緑 ター ラ菩薩,右 手には 白 ター ラ菩薩 が祀 られ てい る。そ して,

堂 内西面 には奥 か ら順 に龍 樹,聖 天,無 着,ア テ ィシャ(982-1054),ド ム トン('BromstonIOO4・1064)

が,東 面 には同 じ く奥か ら順 にツォ ンカバ(Tsongkhapa1357-1419),タ ル マ リンチ ェ ン(Darma

(16)仏 の体の拠 り所 とは仏像,言 葉の拠り所 とは仏典,心 の拠 り所 とは仏塔である。

(17)綏 成殿のチベ ット語訳は同殿にかかる額に記された文字に基づ く。
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rinchen1364-1432),ケ ドウプジェ(mKhasgnblje1385-1438),ダ ライ ラマ七世(1708-1757),パ

ンチェンラマ四世(1738-1780)の 諸像が並び,ゲ ルク派の学問の伝統がイン ドからチベ ッ トにい

たるまでの相承の歴史を表現 している。

この綏成殿内の諸像がいつごろから現在の配置になったのかは不明である。 しか し,綏 成殿 内

に成人の姿でまつ られ るパ ンチェンラマ四世が雍和宮の建立年である1744年(乾 隆9年)に 幼

児であったことを考えると,1780年 におけるパンチェンラマ四世 の北京来訪を うけて鋳造 され

た可能性 も含めて,時 代が降ってのものと考えられる。

雍和宮にはこの他にも白傘蓋信仰関連の文物が数多 く所蔵 されてお り,た とえば,現 在視認で

きる白傘蓋タンカにっいては,大 型のものが雍和宮内に一枚,中 型のものが天王殿 と薬師殿に一

枚ずつ,小 型のものが講経殿 に一枚,密 宗殿に二枚掲げ られ ている。また,『 雍和宮志略』p.271

によると,か つて雍和宮の法輪殿 の展示ケースの中に乾隆帝御筆の 『大 白傘蓋儀軌経』 と 『薬師

経』が陳列 されていたといい(ls),また,同 書p.252に よると,か って顕教学堂のツォンカバ像の

右辺 には,白 傘蓋仏母像が安置されていたとい う。

(2)パ ンチ ェンラマが勅命 によって記 した 白傘蓋儀軌

次に,パ ンチェンラマ四世の北京巡錫の際に現れた乾隆帝の白傘蓋信仰 について検討す る。『パ

ンチェンラマ伝』のチベ ッ ト暦10月3日 の条によると,パ ンチヱンラマは乾隆帝の命令により,

白傘蓋経の儀軌 を著 している。以下にその件を引用する。

皇帝が 「今,パ ンチェンエルデニがこの地にい らっ しゃ り,こ の地において仏の教えが栄

え,政 治の上での善事 も増えてきた。地上の全ての生 き物が幸福 になるよ うに,勝 者(仏)の

お言葉の中か ら,甚 だしく深い威力のある教えを選んで,新 しい著作 を編まれて,高 僧なら

びに衆僧 に読誦 させるなら,め でたくも良きことが大いにおきるであろ う。」と申し上げた。

これによ ウ,『白傘蓋仏の成就法 甘露の宝瓶 』(bcomldan'dasmagdugsdkarrnecan

gyisgrubthabsdngosgrubbdudrtsi'ibumbzang)と い う著作を新たに編まれたのである(P4N,

231b6.237a2)m

乾隆帝が 「清朝の仏教 と政治のために新 しい著作を」と望んだことに答 えて,パ ンチェンラマ

が白傘蓋仏の成就法を完成 したのは,死 の約一ヶ貝前の十月三 日のことであった。この著作は『パ

ンチ ェンラマ四世全集』nya秩 に同じ題名のもと収録 され てお り,そ のコロフォンにも著作の動

(18)2003年8月 に筆者が雍和宮を訪れた際,展 示室に 「乾隆皇帝抄写的 《大 白傘盖薬師経》。」 とい う解説

のついた経典が展示されていた。そもそも 『大白傘盖薬師経』な どとい う経典は存在 しない上,内 容は

『薬師経』であったため,雍 和宮の複数の高僧 に解説が間違 っている旨を告げた上で,御 筆の 白傘蓋経

の所在を聞いてみたが,彼 らはその所在を把握 していなかった。
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機を示すために上述の乾隆帝の言葉が引用 されている㈲。ちなみに,こ の時パ ンチェンラマがチ

ベ ット語で著 した白傘蓋の儀軌は,満 洲語,モ ンゴル語,漢 語版が作 られ,そ の四言語の版は一

つにまとめて函装 されたω。

(3)裕 陵地宮の 白傘蓋真言

乾隆帝の陵墓である裕陵は,即 位の九年 目から着工 され,歴 代清朝皇帝の陵墓の中でも最大規

模のものである。乾隆帝の棺那収められた地下の部屋(地 宮)の 壁面にはびっ しりと真言が刻み込

まれ,棺 が収められた龕の二重の石門を支える四本の石柱 には,と くに大きくhU甲mamahU!pni

svahaの 七文字が彫 り込まれている{2))。この真言 をチャンキャが編纂 した 『滿漢蒙藏合壁大藏全

咒』 によって調べてみると,地 宮の中でもっとも目を引くこの七文字 の真言も,白 傘蓋仏 の真言

であることを確認できる⑳。

(19)コ ロ フ ォ ン の 主 要 部 分 の ロー マ ナ イ ズ を 以 下 に 掲 げ る 。 こ のrmフ ォ ン に よ り,本 著 作 が 黄 寺 で 記 さ

れ た こ とが 分 か り,さ ら に 末 尾 に は 乾 隆 帝 の 万 寿 と乾 隆 帝 の 全 て の 望 み が 叶 う よ う に と の 祈 願 文 が 附 せ

られ て い る こ と か ら,乾 隆 帝 の 御 代 の 繁 栄 こそ が チ ベ ッ ト仏 教 と全 て の 命 あ る も の に と っ て の 幸 福 の も

と,と パ ン チ ェ ン ラ マ 四 世 が 考 え て い た こ とが 分 か る 。ngosphobrangchenporgserzha]mjalbaryong

skabsArjebtsun'jampa'idbyangsstobskyi'kherlosbsgyurba'irgyalpo'itsb副durolpagongmabdagpo

chenponasblamakllyod'di㎞aryongspa'iphyogs'dirsangsrgyaskyibstanpadalbadang,chabsridky董legs

tshogsrgyaspa,sastenggiskye'grothamsGadlabdeskyid'byungba'iphyirdu^rgya置ba'ibka'1asgdamspa

zabmobyinrlabsshintucheba'ichosshiggsarrtsommdzadnasbiamasermobadangldar}thamscadla'don

bcugnabkrashisdangdgemtShanrgyachenpoyongzhesgsergyibka,Iungphebspaguspachenposspyibos

n⑪ste....sumrtsengyiskyedtshalsala,phospaltabu'iph◎brangchenpo'inye'dablhakhangserpo'iyang

stengrangshagtUAgongmachenpodgUnglok㎞P㎞agk㎞phra琶tUbrtancing,thugskyibzheddonlhun

kyis'9rubpa'icheddugSolbabtabste,gnatnskyongdgUnglo血e1!lgapa'izlababcupa'iyartshesbzangpor

rang'dunrtsegc童9Passbyarba,o.PDG,P.426,Vol.nya.

(20)現 物 は 『清 宮 藏 摶 佛 教 文 物 』no.85に よ り知 る こ とが で き る。 写 真 に は 漢 語 版 の 最 終 ペ ー ジ が うつ っ て

お り,そ こ に 『薄 迦 梵 白 傘 盖 佛 母 成 就 悉 的 甘 露 瓶 儀 軌 経』 の 題 名 が 見 え る こ と か ら,パ ン チ ェ ン ラマ の

白傘 蓋 儀 軌 と 同 定 で き る 。

(21>『 清 東 陵 』pp.46-47,『 清 代 宮 廷 生 活 』496図 。

(22)こ の 七 字 真 言 は 白傘 蓋 真 言 の 九番 目 の 呪 文 で あ る(『 滿漢 蒙 蔵 合 壁 大 藏 全 咒 』 第 五 套 第 二 巻 第 一 百 十 五

葉)。
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おわ りに

以上,乾 隆帝が国家鎮護の仏である白傘蓋仏を,即 位の当初か ら始まって,文 字通 り墓場 に入

るまで生涯にわたって信仰 していたことを引証 してきた。

最後にこの乾隆帝の白傘蓋仏信仰の持っ歴史的意味について述べておきたい。

元朝の創始者であるフビライ=ハ ーンは即位七年目の至元四年(1270年)に,着 工したばか り

の大都の玉座の上に白傘蓋を掲げて自らの王権が白傘蓋仏の保護 のもとにあることを示 した。 こ

の白傘蓋は毎年二月八 日の白傘蓋の佛事の日になると,玉 座の上か ら御輿に うつ され,大 都の街

を練 り歩いてその不祥を払った㈲。このフビライ=ハ ーンの 白傘蓋信仰は 『析津志』や 『元史』

「祭祀志1に 記 されたことにより当時も広く知 られていたと思われ る。一方J乾 隆帝がフビライ=

ハーンを強 く意識 していた ことは ,即 位の九年目にフビライの故事にな らってチャンキ ャよ り灌

頂を授かったこと(2`),パンチェンラマ四世が北京で作成 した乾隆帝の転生譜にはフビライが含ま

れていたことなどから明かであるω)。

ここで,乾 隆帝の白傘蓋仏信仰が持つ歴史的意義が自ず と明 らかになってきたことと思 う。乾

隆帝 にとって白傘蓋仏を祀ることは,フ ビライ との一体感 を感 じることにより,チ ベ ット・モ ン

ゴル人の盟主 としての矜持を保つ ことに役だつ ものであ り,一 方,フ ビライの再来であるとチベ

ッ ト人やモンゴル人に信 じさせ ることに成功すれば,こ の両民族が乾隆帝の影響力を抵抗な く受

け入れる政治的可能性 をも秘めたものだったのである。

つ まり,乾 隆帝が即位の十年 目に北海のほとりに闡福寺を建立 したことは,同 年に行われ たチ

ャンキャか らの灌頂授与 と並んで,乾 隆帝によるフビライの再来 としての再演行動の一環をなす

ものであり,そ の再演行動の目的 とは,チ ベッ ト仏教世界 に対 して仏教に基づ く政治 を実践 して

いることを示す ことによりこの世界での民心を得ることにあったのである。

重要なことは,乾 隆帝のチベ ット仏教信仰を私的な行動 として矮小化す るのではなく,チ ベ ッ

ト仏教世界内における政治的行動 と解 し,そ の信仰内容の一つ一つについて,チ ベ ッ ト仏教世界

の文脈 の中における歴史的意味を正 しく読み取ってい くことなのである。

(23)フ ビ ラ イ=ハ ー ン の 白傘 蓋 仏 信 仰 に つ い て は,石 濱 裕 美 子2001,pp.26-33を 参 照 。

(24)典 拠 は チ ャ ン キ ャ 小 伝CNTI,52al・53a4;HansRainerKaempfe1976,P.35を 参 照 。

(25)パ ン チ ェ ン ラ マ 四 世 の 記 した 乾 隆帝 の 転 生 譜 に っ い て はUspensky2002を 参 照 。 乾 隆 帝 の 前 世 に フ ビ ラ

イ が 含 まれ て い る こ とに っ い て はibid.p221を 参 照 。
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史料 『闡福寺殿宇佛像供器陳設冊』

la

闡福寺山門外

四柱九樓牌棲一座 上覦 一面轜 灘 嘉

山門三間 外簷掛

斗區一面 聞福寺木胎貼金四様字〔26)有寶

口亨哈二尊㈲ 増胎坐像法身各高一丈六寸

2bL7

天王殿五間外簷掛斗贐一面 天王殿内

明間供

彌勒佛一尊 減胎坐像法身高三尺六寸見内泥金衣紋篩掃金

3aL7

御筆錦邉臥區一面 宗乗圓鏡 有賓

左右金柱上掛

罅 嫐 對聯一副 灘 黯貘 有寶

3b

兩山供

天王四尊 増胎坐像法身各高三尺六寸

L8

東配殿五間

黄緞簾刷三個 随黄布簾嗣三個

4a

西配殿五間

黄緞簾刷三個 随黄布簾刷三個

院中設傘一柄 随石座

白色緞傘衣一分 随白色布傘衣一分

紅絨縄二根

石碑二統

三重簷佛樓五間

上簷掛九龍斗廬一面 大雄實殿 木胎貼金字 有實

(26)四 様 とはチベ ッ ト語,満 洲語,モ ンゴル語,漢 語の四体字で額ぶ記 されているとい う意味。

(27)阿 吽 の金剛力士像のこと。啅 とは 日本の仁王像の吽形,哈 とは阿形の仁王像にあたる。
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中簷掛九龍臥區一面 極楽世界 銅鍍金字 有寳

下簷廊内掛九龍臥區一一面 福田花雨 銅鍍金字 有實

左右金柱上掛朧 邉嬲 一副 灘瞿篶黎藩馨籌嫐鉾 韻

白傘盖佛一尊 減胎站像法身高五丈二尺六寸項掛

5b1.2

須弥座上供

接 引佛一尊 銅胎站像法身高一尺四寸六分

紅片金邉金絲袈裟一件

倭緞金邉金絲緞袈裟一件 上嵌

金火悟 個 垂譜

6a1.7

御 書 金剛經 一部 紅雕添套

6bL2

彩漆嵌玻璃銅七珍⑳一分

7aL8

兩山供

羅漢十八尊 増胎坐像法身高五尺六分

7bl.5

北面背板上掛

石青片金邉畫像佛五軸計誉像佛三十五尊

1.9

樓下背板後向北懸山内供

8aL1

觀音菩薩一尊 減胎站像法身高三尺六寸

米色錦緞披肩一件

米色錦緞裙一件 象牙珠纓絡琉璃墜角

金難 五佛冠順 鷺 倭繖 共重+喃

(28)七 珍 とは 仏 前 に供 養 に お く輪 王 七 宝(rgyalsridsnabdun)の こ と。
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9b1.1

左右供

善財龍女二尊 減胎站像法身各高一尺七寸六分

龍神一尊 減胎站像法身高二尺六分

從神一尊 法身高一尺七寸六分

懸山上供

lOa

東西二次間背板上向北掛

蟒綴 畫像護法二軸 魏 黶黷醫・

L6

二層槙上向南供

三世佛三尊 減胎坐像法身各高三尺六寸

黄粧緞褥塾三個

中一尊手托浬白套紅玻璃鉢一個 左右設

10b

堆花香袋挑旙二首 随洋深木座

須弥座上供銀七珍一分 毎件重五兩共重三+五兩

上共嵌

珊瑚珠十人粉

紅油供案三張 中案上供

銀鍍金慢嗹ω一個 計重+八兩随花梨木座

左右供鑢 木胎包廂鱗 二座 媛竺韈 胎離篌軈

大小松石六十七塊

llal.2

左右供嫐 贐 吐 件 灘+踊 共重二十八兩

(29)厄 爾里克筆はモンゴル語のerliγqaγanの 音 写で護法尊ヤマーンタカのこ と。瑪哈嚆拉 はサンスク リッ

ト語のMahak91aの 音 写で同 じく護法尊で大黒天のこと。

(3ω 曝嗹 とはサンスクリッ ト語のrnapdalaを 写 したもので,仏 教の須弥 山世界観 に基づき金属 な どで全 世

界を象った もので,儀 式な どの際に供養のために捧げられる。

(3D蠎 咀 とはbumpaの 音 写であ り,チ ベッ ト仏教で儀式の際に用いる永瓶 のこと。
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1.7

鍍金銅輪一對 上嵌

三色玻璃珠一百四十粒

左案上中供鍍金銅塔一座 上嵌

11b

五色玻璃珠一百九十粒 随花梨木座

霽紅磁瓶一對 随花梨木座

右案上中 供銅底銀包麟 樫 嚢鑾擘鸞松醗嵌

1.8

左 右 鍍金 銅塔一對 上嵌

12a13

鑢 錨 一對 離灘 石共重+廟

1.6

西次間向南掛

石青粧緞邉畫像藥師佛一尊 上掛

黄綾佛幔一個

12bl.2

左右掛

石青片金邉畫像無量壽佛二軸 計六尊各随黄綾幔二個

東次間向南掛

石青粧緞邉畫像釋迦佛一軸 上掛

黄綾佛幔一個

1。9

左右掛

13a

石青片金邉畫像無量壽佛二軸 計六尊随黄綾幔二個

東西兩山對面供佛四尊 内

毘廬佛一尊

金剛佛一尊

藥師佛一尊
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阿弥陀佛噂 萱驪 鯊籘 尺対

1.8

左 右 供

八大菩薩樽 雛鱧谿懿 六寸

13bl.5

左右板墻上掛

石青片金邉叢像無量壽佛人軸 計四+尊

黄綾佛幔八個

面北 中供無量佛壇城龕一座 龕上欄杵内供

紫檀木厘一個

14a

左右供減胎金澪塔二座 玻璃券門通高五尺六分

L7

左右板墻 上掛

片金邉畫像無量壽佛二軸 計+尊

東西二次間中供三塔龕二座 内供

14b

邁達里佛(32}二尊 減胎站像法身高二尺三寸五分

左右供

金剛菩薩二尊 減胎站像法身高一尺八寸六分

普賢菩薩二尊 減胎站像法身高一尺八寸六分

兩邉供亭式龕四座 内供

無量壽佛二尊 銅胎坐像法身各高五寸六分

釋迦佛二尊 銅胎坐像法身各高五寸六分

兩邉板培 上掛

片金邉畫像佛四軸 計+二尊

15a

黄綾佛幔四個

〈32)モンゴル語 のmayida㎡ の 音写。チベ ッ ト仏教における弥勒菩薩を意味す る。先述の山門 に祀られた弥

勒佛 は中国仏教の弥勦であ り,日 本仏教の布袋尊にあたる尊格である。
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亭式龕上掛玻璃珠燈十六對

L7

三層樓上明間供

旃檀佛q')一尊 減胎站像法身高三尺六寸

18bL2

東次間面南供廟玻璃掛龕 内供

無量壽佛八十一尊 香胎坐像法身各高二寸三分

L6

西次間面南供廂玻璃掛龕 内供

無量壽佛八十一尊 香胎坐像法身各高二寸三分

19a

南面明間 内供

秘密佛壇城一座 随黄布夾一套一個

左右供銀輪二件 齷齲論 兩

東次間供

上勒王佛壇城一座 随黄布夾一套一個

西次間供

呀們嗹唾佛壇城一座 随黄布夾套一個倒

兩 山中供玻璃罩無量壽佛壇城二座 内供

羅 壽佛+丿噂 雛業篶 蹙♂六分

19b

兩山左右供洋漆亭式龕四座 内

北二座供無鰭 佛+鱒 銅胎坐像撮痿聽 三鶉

南二二座供五方佛十尊 銅胎坐像 法身高二寸六分

四角五塔龕四座 内供

(33)釈 尊在世時に旃檀木を削って作成 され,イ ン ドから将来 された とい う中国 きっての名像。オ リジナル

は前述の弘仁寺にあるので,こ れはそのコピーであろう。

(34)三 階 の南面の間に安置 され た,秘 密佛壇城,上 勒王佛壇城,研 甲韃 亜亜曉佛壇城 の三っはそれぞれ

『秘密集会タン トラ』(gsang'dus)『 勝楽 タン トラ』(bdemchog)『 金 剛怖畏 タン トラ』('jigsbyed)に 基

づ く立体マ ンダラを指す。 この三マンダラはチベ ッ ト仏教の最大宗派 ゲルク派が尊んだもので,サ ン ・

デ ・ジク ・スム(gsangbde'jigsgsum)と 総称 される。
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礫碌 ㈲佛四百尊 増胎坐像法身高四寸六分

量.7

樓上北面掛

御筆錦邉臥區一面 有大威徳 有責

雛 嬲 一副 懇 簔嬲 嬲 鬻 有寶

20aL4

院内監護灘 三座 聽襯薐個驪 三個

東西八角重簷方亭二座 内

東一座供毘廬佛一尊 銅胎坐像面像泥金法身高七尺六寸衣紋焼古

香水瀾 杆上供木胎黙 三供四分五供四分 粢黷 蠡覊 贈

拜塾一分 随紅 白毯各一塊

20bl.2

西一座供八臂觀音一尊
銅胎焼古面像泥金法身高七尺六寸
千佛蓮花座傘盖上掛蓮花語八首

L7

重簷後殿五間 外簷掛

九龍臥區一面 真實般若銅鍍金字 有賓

朧 邉嬲 一副 黐 翳羅驪 銅鯰字有貰

21a

後殿内供無量壽佛 九尊 見肉泥金衣紋鍍金法身各高五尺六寸

中蓮花座上供無量壽佛噂 霧礬 難 古

紫檀須弥座背光三面蹈燥龕 上供

無量壽佛三千六百八十一尊 銅鍍金法身各高五寸六分

22a

兩次間掛

錦緞蓮花歡門二個

錦緞蓮花旛十二首

洋澪畫片羊角燈二對

22b

乾隆二十年 月 日

(35)チ ベ ット語のtshat$ha。 粘 土で作った型に泥土をいれて抜 いて作る仏像のこと。
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